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済生会貴船福祉ケアセンター広報誌   

思い出いっぱい 「ふるさと訪問」 

 ４年越しの想いを込めて海響館へ
行くことができた紙野マサ様。 
 ４年前のふるさと訪問直前に体調
不良で行くことができなかったため、
今回も不安なご様子でしたが、当日
は体調万全で楽しむことができまし
た。いろんな魚やイルカショーを見
て大変喜ばれ、大満足の一日でした。           
    （介護福祉士 永尾 卓也） 

 毎年ご家族が集まって食事をさ
れていた川棚の『たかせ』へ行か
れた長谷川スヱ様。 
 今回もご家族でお食事された後、
ご長男様から「今、私達が元気で
いられるのは母が元気に産んでく
れたおかげです。」と言われ、大
変嬉しそうにされておられました。 
  （介護福祉士 西久保 慧） 
 

 昔を懐かしんで「あそこへ行ってみたいな」「今あそこはどうなっているのかな」という
入居者様のつぶやきを実現したいという思いから約２５年前に始まった『ふるさと訪問』。 
 ４年ぶりに実施した今回は、８名の入居者様に思い出の場所や久しぶりに行きたかった場
所へ普段から接している介護職員が同行し、ご家族様とゆっくり過ごしていただいたり、昔
懐かしい景色の中で感傷にふけっていただきました。 

 園内とは違う雰囲気の中で昔話に花を咲かせたり、美味しい食事に舌
鼓をうちながら、入居者様やそのご家族様には大変充実した時間を過ご
していただくことができました。職員も普段とは違う入居者様の飛びき
りの笑顔を拝見でき、とても楽しい時間を過ごすことができました。 

思い出いっぱい 「ふるさと訪問」 
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 久しぶりに自宅へ戻られた山下稔
子様。娘さん達が作られたきれいな
家庭菜園をお部屋から眺められた後、
居間で昔から大好きな喫茶店のケー
キを美味しく召し上がりました。味
を覚えていらっしゃるのか、時折笑
顔がこぼれ、こちらまでうれしくな
りました。 
     （介護福祉士 篠原 歩） 

 

 ６年ぶりに自宅へ帰られた中村正
子様。かつての生活の様子を回想さ
れながらお家の中を周られ、仏間で
ご主人に手を合わせておられました。
「仏様がきれいにしてあって安心し
た。行って良かった。また行きた
い。」と笑顔で話されておられまし
た。 
   （介護福祉士 武田 早希子） 

 昔なじみのお店、唐戸の『桃太
郎』へ行かれた山本惠美子様。 
 行く前から「楽しみやね」と期待
されており、到着してからは「ここ
覚えとるよ」と手慣れた様子で食事
を楽しまれました。帰りには火の山
からの景色を眺め、とても満足され
たご様子でした。     
   （介護福祉士 富成 俊一郎） 

 以前から希望されておられたご両
親のお墓参りへ行かれた村田久江様。 
お墓の前にご案内すると「お父さん、
帰ってきたよ！」「今まで来れんで
ごめんね」と涙ながらに語りかけて
おられました。聞けば、ご両親のお
墓詣りをされたのは今回が初めてと
のことで、大変感激されておられま
した。   （介護福祉士 大坪 俊文） 

 およそ３年ぶりのご帰宅というこ
とで、とても楽しみにしておられた
岡野瑛様。お家に着かれると、ご主
人様やお子様、お孫様、そして曾孫
様に迎えられ、とても嬉しそうにし
ておられました。久しぶりの家族団
らん、楽しかったですね♪  
    （介護福祉士 村野 彩美） 

 小月神社やその周辺をドライブさ
れた梶山義治様。行きの車中では真
剣な眼差しで、ご自身の記憶と今映
る風景に何かを感じ取ろうとされて
おられたのが印象的でした。帰りに
は「連れてきてくれてありがとう。
楽しかったよ。」と言われました。
こちらこそご一緒できて良かったで
す。  （介護福祉士 德野 裕子） 



貴船園の行事には笑顔があふれています(*^_^*) 

③ 

物故者慰霊祭 豊華会 様 戦場ヶ原公園お花見 

和風コラボ「響」 様 タマネギ収穫 

童謡愛好会 様 イモ植え アジの寄贈 

足湯 

生花クラブ 

はまゆうコーラス 様 

下関バプテスト教会 様 
田嶋 様 

「居ながら観光バス」 イズミショッピング 

ホアロハ 様 

折紙クラブ 

園内夏祭り 

第一幼稚園来所 



井上 清様  88歳 

 「子守りは得意です。」 
４階北斗の優しい紳士。帽子がトレードマークの井上清様は、どの
利用者様、どの職員よりも最も長く貴船園を見てこられた方です。 
 今回は、そんな井上清様と弟様に取材をさせて頂きました。 

「子守りは得意です。」 

 井上様に、園での生活は満足してもらえているか伺うと「おぅ！
いいぞ。」と照れくさそうに言われた後、素敵な笑顔で写真撮影に
応じて頂きました。今回取材で弟様から自宅にいた頃の写真がほと
んど無いのが残念と話されておられましたが、当園での思い出写真
には、井上様の楽しそうな御姿を沢山見つける事ができ、当園の歴
史を一緒に思い起こさせて頂きました。これからも良い思い出を一
緒に増やしていければ私達も嬉しいです。井上様、どうぞこれから
もよろしくお願い致します。 

（生活相談員 林 沙弥香） 

   昨年の誕生会にて 
井上様をセンターに記念撮影 

④ 

誕生日のお祝い会にて 
   (平成１３年10月) 

 足湯に浸かりながらピース！ 

 弟様に代筆いただいた 
  当園宛のお手紙 

 昨年の敬老会にて 
 園長とツーショット 

 病気の為、ご家族の協力のもと生活を送られてきた井上様。在宅時
は、今のように介護保険制度や車椅子等の福祉用具の設備も十分で
はなく、外出することはほぼ出来なかったそうです。ただ、約15歳
年下の弟様が車を運転できるようになってからは、男二人で山陰側
の海など時々ドライブに行っていたそうです。大変喜ばれていたし、
楽しかったと弟様は話されています。 
 ご自宅にいる井上様の役割は、4人の甥っ子姪っ子のお世話だった
そうです。子供たちの体が小さい頃は、背中におぶって体を揺らし
ながらあやすのが得意で、子供たちは大変喜んでいたそうです。 
 

 ここで、弟様に代筆いただいた当園宛のお手紙を紹介します。 
「私くしは、在園三十年を経過しました。昨年十月十三日には、米
寿を迎えることが出来ました。先天性の小児麻痺で生を受け、教育
を受けることも、一生を自分の足で立ち上がることも出来ません。 
 しかし言葉は話せるし、食事も自分で食べることはできます。 
 私は長男で、八十五才の妹と七十三才の弟がいます。妹は要介護
で足腰が弱く歩行も手助けが必要で面会にも来ることが出来ません。 
 弟は昨年末で退職し、孫を連れて面会に来てくれます。私も両親
の年齢を越えて、長寿をまっとうしているのも園長さんを始め、ス
タッフの温かい介護の賜物で園での催し物、ショッピング、多くの
方々との交流で毎日を楽しく送る事が出来、沢山の思い出を作るこ
とが出来ました。 
 これから年齢を重ねるにつけ、御迷惑をかけると思いますが、も
う少し永生きをしたいと思っています。今後ともよろしくお願い申
し上げます。」（原文のまま） 

      園内行事にて 
     (平成15年8月) 



 貴船園デイサービスは、様々な行事を用意しています。「デイサービスに行く事が楽しみ」と
想っていただけるよう、「デイサービスに行けば元気になる」と感じていただけるよう、心も体
も元気になってもらえることが、私達の願いです。写真で行事の紹介を致します。 
                                   （理学療法士 岡本 健司） 
 

      

みんなの集まる場所は 
みんなの好きな場所だ 

⑤ 

デイサービスだより～出会えた奇跡に感謝して～

えのうら一座 様 

みんなで花植え 

うしろだ工房 様 

はまゆう会 様 園内夏祭り 



区分

お盆の色

機能

行事食、イベント食内容によりＯＫ

舌でつぶせるものは可。
硬いものは原型なし。

ソフト、ゼリー食を取り入れる。

やわらか食メニュー

4

とろみ食（ミキサー食）

ピンク 青 オレンジ 黄色又は茶色

1 2

やわらか食１

3

やわらか食２（刻み食）名称 常食

食事状況
柔らかめの調理、
歯や歯茎で噛める。

メニュー 行事食・イベント食ＯＫ

均質なとろみ様、又はペースト、
ゼリー食の混合。

とろみ食メニュー

個人の機能により、自立、見守り、一部介助、半介助、全介助

鮭
の
南
蛮
漬
け

少しの支援が必要。

 給食では、「美味しく、見た目も綺麗に」をモットーにソフト食を取り入れています。 
 形成専用の粉を使用し、肉・魚・野菜など形成し提供しています。 
 形成することにより、食感も柔らかく食べやすくなります。 
 今回はその中でもリクエストのあった食事形態と魚の形成の作り方をご紹介したいと思
います。    
                                （調理職員 本永 有理枝）                         

⑥ 

 ＜食事形態＞    

 ＜魚の形成の作り方＞    

①魚を蒸して火を通
します。 

②火が通ったらフー
ドプロセッサーにか
けます。 

③ペースト状になっ
たら計量し、形成用
の粉を加えて火にか
けます。焦げないよ
うによく混ぜます。 

⑤一瞬で冷やせる機
械で冷やし固めます。 

⑥固まったら、切り
分けていきます。 

完成品 

や
わ
ら
な
く
て 

食
べ
や
す
い
で
す
よ
！ 

美
味
し
く
食
べ
て
ね
♪ 

④ラップを敷いた上
にペーストをのせ包
んでいきます。魚の
切り身の様な形に整
えます。 

や
わ
ら
か
く
て 

食
べ
や
す
い
で
す
よ
！ 

美
味
し
く
食
べ
て
ね
♪ 



貴船園 研修・講習風景 

 当園では職員の知識・技術向上のため、様々な研修を日頃から自主的に実施しております。 
 今回はその中でも平成29年3月に排泄委員会主導で行ったオムツの研修についてご紹介し
ます。 
 当日は35名もの職員が参加し、5グループでの実技研修となりました。 
 最初に排泄委員がオムツ交換のデモンストレーションを行い、それを見た上で各グループ
に分かれてグループ内からモデルを募り、ズボンの上から実際のオムツを当てる練習を行い
ました。 
 特養の職員は、普段毎日のように行っているオムツ交換ですが、誰かに見てもらいながら
行うのは新人の頃以来。いい意味で緊張感を持ってできたようです。またモデルになった方
は利用者の立場・目線になって新たに感じる事も多く、細かい所にも気配りが必要な事を実
感したようでした。 
 今回の研修には特養の職員だけではなく、居宅の職員や事務職員も参加しており、普段全
くオムツ交換に携わる機会が無い人も、今回の研修を通じてオムツ交換の難しさや介護職員
の手際の良さなどを目の当たりにして驚き、感心していたようです。 
 この研修は新人だけを対象にしたものではなく、中堅・ベテラン職員にとっても普段の自
分の手技をチェックする場にしてもらいました。今後も定期的に研修を行い、職員皆が最新
の技術と心遣いを持って、利用者様に「より良いサービス」を継続的に提供できるよう研鑽
に努めたいと思っております。 
                  （ケアマネージャー 前村 美雪・介護福祉士 吉野 生美）       

 前号の記事でご結婚を報告しました三好介護
職員（25）に待望の第一子が誕生しました。 
 
もしくは耐震工事の工程表を乗せる。 

三好介護職員に第一子が生まれました！ 

＜その他の研修・講習風景＞－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

熊井救急救命士に 
心臓マッサージを 
ご指導頂く門野所長 

 ５月 防火防災避難訓練 
 ６月 救命救急講習 
 〃  感染症及び食中毒の発生の予防研修 
 ７月 ケアプラン研修 
 ８月 褥瘡予防対策/ターミナルケア研修 
 〃  機能訓練研修 
 ９月 栄養ケア研修 
 〃  事故の発生予防等事故の発生など 
    緊急時の対応についての研修 
１０月 施設内研修会 
 〃  防火防災避難訓練 
１１月 施設内研修会 
１２月 施設内研修会 
 １月 施設内研修会 
 ２月 施設内研修会 
 ３月 施設内研修会 

＜施設内研修・講習の年間スケジュール＞ 

消防署職員から 
消火器の使い方を習う
自治会の皆様と職員 

オムツ交換中 オムツ交換時の洗浄 

＜救急救命講習会＞ 
 毎年行っている職員対象の救急救命講習会を
今年は６月４日（日）にデイサービス内にて行
いました。看護職員、介護職員、事務職員、在
宅部門職員と13名が参加し、中央消防署の熊
井救急救命士に座学、実技を含め3時間しっか
りとご指導頂きました。 

＜防火防災避難訓練＞ 

 貴船町自治連合会様と合同で年２回行ってい
る防火防災避難訓練を今年は５月２５日（木）
に中央消防署のご協力の下、夜間を想定して行
われました。晴天にも恵まれ、貴船町自治連合
会様から２９名と当センターから入居者様・職
員合わせ２１名の合計５０名が参加し、本番さ
ながらの緊迫感のある訓練が実施できました。 

⑦ 



新入職員を代表して一言。 
 
 より良いサービスの提供
と、皆様に安心して利用し
て頂くことをモットーに、
日々研鑽して参りますので
これからもどうぞ宜しくお
願い致します。 
 
    副所長 伊藤 弘行              

非常勤看護職員 
迫 絹代 

非常勤事務職員 
上野 伶璃 

集 編 後 記 

・貴船神社お神輿 
・アルクショッピング 
・第一幼稚園来所 
・貴船園敬老会 
・誕生会 
・生花クラブ 

 今回初めて広報誌の編集を担当
させていただき、改めて当施設は
たくさんの方々に支えられながら
運営されているんだな、と痛感し
ました。これからも毎日を大切に
皆様と共に過ごして参りたく思い
ますので宜しくお願い致します。 
 貴船福祉ケアセンター広報委員会 

・カラオケ 
・誕生会 
・第一幼稚園来所 
・演芸会 
・芋ほり 
・防火防災避難訓練 
・折紙クラブ 
・下関老人福祉施設 
 交流演芸大会 
 

・生花クラブ 
・文化祭 
・第一幼稚園来所 
・演芸会 
・誕生会 
・紅葉見学 
・カラオケ 
・折紙クラブ 
 

 勘 定 科 目  金 額   勘 定 科 目 金 額 

人件費支出 474,926,796 介護保険事業収益 656,886,555 

経費支出 120,208,134 医療事業収益 8,536,405 

 減価償却費 61,964,346    その他の収益 473,209 

   国庫補助金等特別
積立金取崩額  

 -80,620      

微収不能引当金繰入 0 サービス活動収益計 665,896,169 

サービス活動費用計 657,018,656 サービス活動外収益計 8,902,319 

     （うち減免額） （2,893,720）     

 サービス活動外費用計 7,530,609  特別収益計 236,356,579 

 特別費用計 15,138,138 

支出の合計 679,687,403 収入の合計  911,155,067 

    当期活動増減差額 231,467,664 

    前期繰越増減差額 982,808,990 

    次期繰越増減差額 1,214,276,654 

資産の部 負債の部 

   勘 定 科 目      金 額 勘 定 科 目      金 額 

流動資産 506,416,140 流動負債 125,512,260 

 固定資産 1,195,084,154 固定負債 357,640,000 

 基本財産 1,099,596,043          

その他の 
固定資産 

95,488,111 負債の部合計 483,152,260 

    
 国庫補助金等 
特別積立金 

4,071,380 

    
次期繰越活動 
増減差額 

1,214,276,654 

    
（うち当期活動 
増減差額） 

(231,467,664)  

    純資産の部合計 1,218,348,034 

資産の部合計 1,701,500,294 
 負債・ 純資産 
の合計 

1,701,500,294 

済生会貴船福祉ケアセンター 平成28年度決算状況 
貸借対照表(H29.3.31現在） 

（単位：円） 

（単位：円） 

事業活動計算書(H28.4.1~H29.3.31) 

特　養 短期入所 通所介護 訪問介護 訪問看護 居宅支援 計

Ｈ27年度 1 0 1 0 0 3 5件

Ｈ28年度 1 1 1 0 0 1 4件

皆様から頂いた貴重なご意見を真摯に受け止め、今後のサービス改善に活かしていきます。 

≪事業所別≫ ≪年度別≫ 

新入職員の紹介 

⑧ 

介護職員 
田口 茉奈 

非常勤介護職員 
佐々木 千代美 

非常勤介護職員 
岩上 恵理子 

「頑張ります！」 
 

特別養護老人ホーム 
調理職員 

梶山 美恵子 

「頑張ります！」 
 

特別養護老人ホーム 
介護福祉士 
田口 茉奈 

「頑張ります！」 
 

特別養護老人ホーム 
非常勤介護職員 
岩上 恵理子 

Ｈ27年度 2 2 0 0 0 1 5件

Ｈ28年度 1 3 0 0 0 0 4件

設　備 説明・同意 財　産 その他 計
提供する

サービスの

内容

言葉遣い・

接遇マナー

臨時調理職員 
小松原 みどり 

調理職員 
梶山 美恵子 

訪問介護主任 加納佐和作 


